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Studies on the Forcing Culture of Strawberry.
(Il) Effects of Light Intensity and Night Temperature on the Growth, Yield
and Fruit Quality and its Economical Consideration.

Hiroshi Kawasato. and Hiroshi AKAGI

Summary

Effects of light intensity of supplemental illumination and night temprature on
the growth, flowering, yield and maturity of forcing strawberry cv. Hohkowase
were investigated.

Plants received four treatments:a factor combination of two levels of light in-
tensity (40 lux, 10 lux) and two levels of night temperature (9°C, 5°C).

Vegetative growth was enhanced by high light intensity, while flowering date
and maturing time was promoted by high night temperature. Early yield (until
January 22) was slightly increased at high night temperature but total yield (u-
ntil late May) was of maximal under the combination of low night temperature
and high light intensity.

As compared the gross receipts with the total cost of heating and electrical
charges, the income in the treatment of low night temperature and high light

intensity was greater than the others.
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イチゴの促成作型確立に関する研究

第3報照度と夜温の影響について※

川里宏・赤木博

　　　　　　1　緒　　言

　イチゴの電照促成栽培における照度と夜温の

関係については藤本ら1）の基礎的研究があり，

一般的に夜温が低い場合には高い照度又は長い

電照時間が必要とされているが，実用的条件下

での研究は少ない．

　本報告は夜温と照度の関係を生育，収量及び

光熱費から検討し，両要因の栽培上の意義を明

らかにしようとしたものである．

　　　　　II　材料及び方法

　宝交早生を1978年7月に採苗し9月30日に幅

4．5m，長さ18mのパイプハウス内に2条高う

ねとして，18cm株間に定植した．施肥は基肥を

化成肥料と油粕で，追肥を液肥で合計a当たり

窒素2．7，リン酸1．7，カリ1。9kgとした．電

照と保温開始は10月31日から行い，ジベレリン

は保温はじめに2回散布し，電照は日長延長方

式で5時間補光とした．その他の管理は標準的

に行った．

　試験区は夜温2水準（9℃と5℃）と照度2

水準（401uxと101ux）を組み合せた4区とし

1区に40株を植付けた．パイプハウスの北半分

を高夜温．区，南半分を低夜温区とし，それぞれ

に照度処理区をもうけ，夜間のみ遮光フィルム

で区を仕切った．全区，昼温は同様とし，夜温

は温風ダクトの本数で，照度は電球数で調節し

た．夜温処理は初期の高温管理期間が終った12

月から3月10日まで，照度処理は10月31日から

2月末日まで行った．

　収量は16株，開花は14株，生育は8株を対象

として調査した。夜温は週まき自記温度計，照

度は東芝5号照度計，糖度（15果供試）は手持

屈折計，酸度（15果）は0．1N水酸化ナトリュ

ウム中和滴定法で測定した．開花日は第1花の

平均開花日，収穫開始は各区16果を収穫した日

とした．重油消費量は栃木分場の外気温よりハ

ウス表面積1350m2×放熱係数3．0×Σ（丁1−To

）　　（丁電は夜温，■は外気温）

によって2月までの重油量を求め」当たり70円

として金額を算出した．電気料金は高照度区100

W球90個，低照度区40W球68個として東京電力

料金で11〜2月までの分を計算した．粗収入は

月別収量と東京市場の昭和53年月別単価（宝交

早生）から算出した．

第1表　試験区の平均最低気温と照度

試　験　区

最低夜温の平均　（月・旬　℃）

照　度

夜温・照度

12・上　中

下　　1・上　中　　下　2・上　中　　下　3・上

luX

盲　　　　盲

同　　　　同

9．6　8．8

8．1　　　7．3　　　7．2　　　8．0　　　8．8　　　9．1　　　9．7　　　8．7

42

高　　低

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

8．2　　　9．9　　　9。4　　　9．4　　　8．2　　　8．4　　　9．1　　　9．7

11

低　　高

5．6　6．1

2．9　　　3．9　　　2．9　　　2．7　　　5．6　　　6．3　　　6．9　　　5．3

42

低　　低

6．3　6．6

4．0　　　6．7　　　5．0　　　4．6　　　5．3　　　6．3　　　6．0　　　4．0

14

※本報告の要旨は園芸学会春季大会（1981年4月4日〉において発表した．
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